
 

モニタリング結果報告書 
施   設 神奈川県ライトセンター       
指定管理者 日本赤十字社            
施設所管課 障害福祉課             

（平成 22 年度 上半期） 

管理運営状況総括 
１ 月例報告書によるモニタリングの概況 

報告月 受理日 確認通知日 備考（確認事項等） 

４月 H22.5.10 H22.5.12 

 ５月 H22.6.9 H22.6.11 

 ６月 H22.7.9 H22.7.13 

 ７月 H22.8.9 H22.8.12 

 ８月 H22.9.10 H22.9.13 

 ９月 H22.10.12 H22.10.14 

月報を確認、改善すべき業務はなし 

   

２ 指定管理者の選定理由にある取組み等の実施状況 
(1) 提案内容の達成度 

  Ａ：提案を上回る Ｂ：提案どおり Ｃ：提案を下回る 

(2) 実施状況等 

 

 

   

＜提案内容の概要＞ 

①視覚障害者の読書環境をなお一層改善し、個人利用を積極的に推進するための情報提供事業を実施 

 ②視覚障害者の生活に必要なスキルを身につけるための指導訓練事業を実施 

 ③視覚障害者の多様化するニーズに対応するため、ボランティア育成事業を実施 

 ④視覚障害者のスポーツを促進し、スポーツ施設の有効利用を図るためにスポーツ振興事業を実施 

 ⑤視覚障害者に対する理解を促進するための普及啓発事業を実施 

 

＜実施状況＞ 

① 4 月～9月 情報提供事業を実施【副音声付きＤＶＤ映画体験会（各月 1回開催）、延べ 188 名】 

8 月    サマーシネマ(3 回開催、延べ 136 名) 

 ② 5 月    指導訓練事業を実施【視覚障害乳幼児指導（野外指導）】 

 ③ 4 月～9 月 ボランティア育成事業を実施【ボランティア養成講座及び技術研修の実施】 

 ④ 4 月～9 月 スポーツ教室を実施【16 教室 37 回開催、延べ 638 名】 

 ⑤ 4 月～9 月 普及啓発事業を実施【福祉教室（48 回、1,610 人参加）】 

 

 

（様式２）モニタリング結果報告書 

指定管理者の選定に際して、サービスの向上や利用促進の観点から提案された各取組み等につい

て、提案内容の要旨とそれに対応する形で実績を記載する。 



 

３ 収支状況（単位：千円）注：千円未満を切捨てているため、合計は一致しません。 

収 入 額 

利用料金 
 支出額 収支差額 

指定管理料 （前年同月料

金額) 

その他収入 

年間予算額 
353,445 353,445 353,445 0

 

上半期計

（a） 
168,818 168,818 160,359 8,459

（    ）

 下半期計 
  

（    ）（b） 

  ４月  
15,083 8,02623,109 23,109 

（    ）

  ５月  
24,158 △1,39422,764 22,764 

（    ）

  ６月  
44,718 7,80452,522 52,522 

（    ）

  ７月  
25,199 △1,72523,474 23,474 

（    ）

  ８月  
27,841 △4,36723,474 23,474 

（    ）

  ９月  
23,360 11523,475 23,475 

（    ）

合計 
168,818 168,818 160,359 8,459

(a＋b) 

 

 

  

収支状況に関する意見等 

 

 

 

 

 

 

 

 

（今期に行った資本的な収入及び支出等の状況） 

 内容 金額(千円) 

なし  
収入の状況 

  

なし  
支出の状況 

  

(期首) 
積立等の状況 

なし 

(期末) 

 

１ 指定管理者の収入を記載する（県の収入である「使用料」は含まない）。 

２ 「その他収入」は、都市公園の駐車場収入、雑収入、寄付金収入など指定管理料と利用料金

以外のすべての収入を記載する。

・半期計欄の収支差額が、収入額又は支出額のうち低い方の額の１割以上プラス又はマイナスとな

っている場合は、その理由を分析し記載するとともに、必要な場合は、対応策も併せて記載する。

・また、収支差額に 1 割以上プラスが生じた主な理由が、人件費の削減である場合は、年度協定に

おける人員配置計画と比較し、合理性が認められるか否かを記載する。 
・年間予算額の収支が均衡していない場合は、その理由を記載する。 

収入の状況：定期預金の取り崩し、借入れによる収入があった場合等は、その旨を必ず記載する。 

支出の状況：車両の購入、施設の増改築、また定期預金の積み立てを支出に含めた場合等は、その内

容を必ず記載する。 

積立等の状況：積立・借入れ等がある場合は、その内容（施設の増改築のための積立・借入れ、定期

預金等）、当該期首及び期末の金額を必ず記載する。 



 

 
４ 利用状況 

 利用者数 前年同月利用者数 前年対比増減率 

 図書貸出

数 
施設利用図書貸出数 施設利用 図書貸出数 施設利用

上半期計（a） 23,559人 26,540 人 21,526 人 25,634人 9.4％ 3.5％

％ 下半期計（b） 人 人 人 人 ％

12.9％   ４月     4,021人 4,369 人      3,561 人 4,322人 1.1％

14.0％   ５月  3,813人      4,059 人      3,346 人 3,792 人 7.0％

11.4％   ６月     3,796人 5,170 人 3,408 人   4,634 人 11.6％

5.3％   ７月     4,015人      4,483 人      3,812 人 4,574人 △2.0％

3.5％   ８月     3,761人 4,257 人 3,633 人 4,345 人 △2.0％

10.3％   ９月     4,153人      4,202 人      3,766 人   3,967 人 5.9％

合計(a＋b) 23,559人 26,540 人 21,526 人 25,634 人 9.4％ 3.5％

 利用状況に関する意見等 

 

 

５ 苦情・要望等の状況                               

（施設受付分）                     （施設所管課受付分） 
 口頭 文書 
報告月 対面 電話 手紙 メール アンケート

合計

４月   ２   ２ 
５月       
６月 １     １ 
７月 ４  １   ５ 
８月 １     １ 
９月       

 

報告月 口頭 文書 合計

月    

月    

月    

月    

月    

月    

６ 特筆すべき苦情・要望等及び対応状況 
 
 
 

分野 概要 対応状況 
・プールの水温が高い 温度調整機が故障したため、各所営繕工事

の緊急工事で対応した。 施設・設備 
・  
・  

職員対応 
・  
・  

事業内容 
・  
・  

その他 
・   

半期計欄の前年対比増減率が、１割以上プラス又はマイナスとなっている場合は、その理由を分析し

記載するとともに、必要な場合は、対応策も併せて記載する。 

類似の苦情や要望が多く寄せられたもの、苦情や要望をもとに対応した取組みが利用者に評価されたも

の、苦情や要望のうち対応したいと考えるが、諸般の事情により対応できないものなどを記載する。 



 

７ 事故や不祥事等の発生状況 
 
 
 
 
 
 

発生日 概要・対応状況等 

  月  日 特になし 

  月  日 
 

 

  月  日 
 

  

利用者や職員が死傷した場合、業務の実施において法令違反等による指導や処分を受けた場合及び個

人情報や公金の管理等において不適切な取扱い等があった場合は、その概要と対応状況を記載する。

なお、利用者の死亡事故や個人情報の流出等、重大な事故や不祥事が発生した場合は、県庁改革課に

任意の様式により速やかに報告書を提出する。 

８ 随時モニタリングの実施状況 
 
 
 

実施日 対応者等 経緯・調査内容 調査結果 

月 日 特になし 
 
 
 

 

月 日  
 
 
 

 
 

事故や不祥事の発生等に伴い、施設所管課が随時モニタリングを実施した場合は、調査内容や結果を記

載する。 

９ 上（下）半期の所見等 
 
 

1～８の各項目の状況等を踏まえ、指定管理業務をより効果的･効率的に推進する観点から、反省点や改

善策等を記載する。 

今年度新たな試みとして、①「ライトセンター音楽祭」、②「サマーシネマ」を実施

した。 
初めての試みのため、参加者が集まるかなど不安があったが、盛況のうちに終了す

ることができた。 
指定管

理者 また、毎月１回視聴覚室にて実施している「音声解説付ＤＶＤ映画体験会」を体育

館でサマーシネマとして、３回実施した。通常の画面より大きなスクリーンでの上映

をすることができた。 
今後も利用者から満足していただけるよう、取り組んでいきたい。 
 
・ 事業計画に基づき、着実に事業が行われている。 
・ 利用者サービス向上のため、新たな試みを実施するなど工夫が見られる。 

施設所

管課 ・ 今後においても、利用者サービス向上のため取り組んでいただきたい。 
・ 施設の管理についても現在に引き続き良好に努めてもらいたい。 
 

 


